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バハレーン通信部門における自由化政策と市場への影響

●
は
じ
め
に

　

石
油
・
天
然
ガ
ス
に
依
存
す
る
Ｇ
Ｃ

Ｃ
諸
国
経
済
に
と
っ
て
、
経
済
の
多
角

化
の
進
展
は
積
年
の
課
題
で
あ
る
。
特

に
、
石
油
資
源
が
稀
少
な
バ
ハ
レ
ー
ン

で
は
喫
緊
の
問
題
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー

ム
金
融
を
含
む
金
融
部
門
や
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
精
錬
等
の
産
業
に
こ
れ
ま
で
力
を

注
い
で
き
た
。
し
か
し
、
バ
ハ
レ
ー
ン

の
国
内
市
場
は
矮
小
で
あ
る
た
め
に
大

規
模
な
需
要
も
望
め
ず
、
石
油
関
連
の

資
金
面
の
制
約
に
よ
り
、
周
辺
産
油
国

で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
オ
イ
ル
マ

ネ
ー
に
よ
る
大
型
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。

マ
ク
ロ
デ
ー
タ
か
ら
も
、
バ
ハ
レ
ー
ン

は
他
の
Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
と
比
較
す
る
と
低

成
長
を
続
け
て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
代

の
い
わ
ゆ
る
オ
イ
ル
ブ
ー
ム
に
よ
る
産

業
育
成
効
果
も
十
分
に
あ
っ
た
と
は
言

い
が
た
い
。

　

一
般
的
に
Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
の
企
業
は
、

資
産
規
模
が
十
分
で
は
な
い
た
め
に
大

型
の
投
資
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ

り
、
企
業
部
門
の
成
長
に
関
し
て
の
課

題
は
多
い
（
齋
藤
﹇
二
〇
〇
九
﹈）。
し

か
し
、そ
の
な
か
で
も
近
年
、バ
ハ
レ
ー

ン
を
は
じ
め
と
し
て
Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
の
通

信
関
連
産
業
が
活
況
を
呈
し
て
お
り
、

都
市
部
の
い
た
る
所
で
携
帯
電
話
な
ど

の
通
信
関
連
サ
ー
ビ
ス
窓
口
に
人
だ
か

り
が
で
き
て
い
る
こ
と
を
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
通
信
関
連
産
業
が
急
成

長
し
て
い
る
要
因
を
挙
げ
る
と
す
れ

ば
、
通
信
関
連
産
業
は
製
造
業
等
と
異

な
り
、
労
働
力
や
固
定
資
本
、
技
術
を

海
外
か
ら
直
接
安
価
な
価
格
で
買
い
付

け
る
こ
と
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
こ
と

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
力
や
固

定
資
本
、
技
術
が
稀
少
な
Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国

は
、
豊
富
な
資
金
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の

生
産
要
素
を
海
外
か
ら
調
達
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

　

実
際
に
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か

ら
、
バ
ハ
レ
ー
ン
を
は
じ
め
と
し
て
Ｇ

Ｃ
Ｃ
各
国
で
そ
れ
ま
で
国
営
の
通
信
企

業
に
よ
る
独
占
を
続
け
て
き
た
通
信
部

門
を
市
場
開
放
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
時
期
に
通
信
企

業
の
新
規
参
入
が
頻
繁
に
発
生
し
て
い

る
。
オ
イ
ル
ブ
ー
ム
で
得
ら
れ
た
豊
富

な
資
金
に
よ
っ
て
、
新
規
通
信
企
業
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
が
容
易
に
な
っ
た
こ

と
が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
バ
ハ
レ
ー
ン
通
信
関
連

産
業
の
拡
大
の
要
因
を
政
府
に
よ
る
競

争
的
な
市
場
環
境
の
整
備
と
企
業
自
身

の
経
営
努
力
に
あ
る
も
の
と
考
え
、
バ

ハ
レ
ー
ン
政
府
に
よ
る
通
信
関
連
政
策

の
変
遷
と
通
信
市
場
の
現
状
を
整
理

し
、
そ
し
て
バ
ハ
レ
ー
ン
通
信
産
業
の

課
題
を
提
起
し
た
い
。

　

第
一
節
で
は
、
バ
ハ
レ
ー
ン
で
こ
れ

ま
で
行
わ
れ
て
き
た
通
信
部
門
の
自
由

化
政
策
に
つ
い
て
ま
と
め
、
通
信
市
場

の
概
要
を
述
べ
る
。
第
二
節
で
は
、
通

信
産
業
の
特
殊
性
と
自
由
化
の
意
義
に

つ
い
て
理
論
面
か
ら
整
理
し
、そ
の
後
、

バ
ハ
レ
ー
ン
通
信
市
場
の
拡
大
と
市
場

構
造
、
通
信
費
用
の
変
化
か
ら
、
通
信

自
由
化
政
策
の
成
果
を
分
析
す
る
。
最

後
に
、
バ
ハ
レ
ー
ン
通
信
部
門
の
特
徴

を
整
理
し
た
あ
と
に
、
残
さ
れ
た
課
題

に
つ
い
て
提
起
し
た
い
。

一
． 

バ
ハ
レ
ー
ン
の
通
信
事
業
の
自
由

化

　

バ
ハ
レ
ー
ン
の
通
信
産
業
は
、
一
九

八
一
年
に
国
営
通
信
企
業
バ
テ
ル
コ

（Bahrain Telecom
m
unications Co. 

: Batelco

）
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
か
ら

本
格
的
に
発
展
を
始
め
る
。
湾
岸
諸
国

の
通
信
会
社
と
し
て
は
、
一
九
七
六
年

に
ア
ブ
ダ
ビ
で
設
立
さ
れ
た
エ
テ
ィ

サ
ラ
ー
ト
（Em

irates Telecom
m
unications 

Corporation

）
に
次
い
で
長
い
歴
史

を
有
し
て
い
る
。
バ
テ
ル
コ
は
設
立
以

来
、
固
定
電
話
を
始
め
携
帯
電
話
、
国

際
電
話
、
携
帯
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
等
、
バ
ハ
レ
ー

ン
に
お
け
る
す
べ
て
の
通
信
事
業
を
独

占
し
て
き
た
。

　

バ
テ
ル
コ
の
所
有
構
造
を
見
る
と
、

政
府
系
投
資
会
社
ム
ム
タ
ラ
カ
持
株
会

バ
ハ
レ
ー
ン
通
信
部
門
に
お
け
る

自
由
化
政
策
と
市
場
へ
の
影
響

齋
藤　

純

分析リポート
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社
（Bahrain M

um
talakat H

olding 
Co.

）⑴
が
三
六
・
七
％
、
公
的
社
会
保

険
機
関
（General O

rganization for 
Social Insurance

）
が
一
〇
・
六
四
％
、

年
金
基
金
（The Pension Fund 

Com
m
ission

）
が
九
・
八
七
％
と
い

う
よ
う
に
、
株
式
の
過
半
数
を
政
府
系

機
関
が
保
有
し
て
お
り
、
実
質
的
に
国

有
企
業
に
な
っ
て
い
る
（
表
1
）。

　

し
か
し
、
二
〇
〇
二
年
に
通
信
事
業

の
自
由
化
と
そ
れ
に
よ
る
経
済
の
活
性

化
を
目
的
と
し
て
、
通
信
法
（the 

Telecom
m
unications Law

）
の
整

備
と
通
信
産
業
を
監
督
す
る
通
信
監
督

庁
（T

e
le
c
o
m
m
u
n
ic
a
tio
n
s 

Regulatory Authority:TRA

）
の
設

立
を
契
機
に
、
通
信
市
場
の
開
放
が
開

始
さ
れ
る
。
二
〇
〇
三
年
七
月
に
決
定

さ
れ
た
通
信
産
業
計
画
（D

ecision 
N
o.33 of 2003 R

egarding the 
N
ational Telecom

m
unications 

Plan Approval

）
は
、
経
済
自
由
化

の
一
環
と
し
て
通
信
産
業
を
中
心
的
な

産
業
と
し
て
据
え
、
そ
れ
ま
で
独
占
的

な
地
位
を
占
め
て
い
た
バ
テ
ル
コ
の
独

占
を
解
消
し
、
競
争
的
な
通
信
市
場
の

構
築
と
民
間
企
業
の
成
長
を
目
的
と
し

て
い
る
。
ま
ず
、
二
〇
〇
三
年
に
バ
ハ

レ
ー
ン
政
府
は
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
資
本
の

国
営
企
業
ゼ
イ
ン
（M

obile 
Telecom

m
unications Co.: Zain

）

に
携
帯
電
話
の
ラ
イ
セ

ン
ス
を
許
可
し
、
二
〇

〇
四
年
に
は
固
定
電

話
、
国
際
電
話
等
に
つ

い
て
も
複
数
の
企
業
に

ラ
イ
セ
ン
ス
を
付
与
し

て
い
る
。
さ
ら
に
バ
ハ

レ
ー
ン
政
府
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い

て
、
二
〇
〇
四
年
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
エ
ク

ス
チ
ェ
ン
ジ（Bahrain 

Internet Exchange: 
BIX

）
を
設
立
し
て
、
バ
ハ
レ
ー
ン
国

内
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

整
備
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

き
て
い
る
。

　

政
府
の
通
信
産
業
自
由
化
政
策
の
結

果
、
二
〇
一
〇
年
三
月
時
点
で
合
計
一

九
社
の
企
業
が
通
信
事
業
を
行
っ
て
い

る
（
表
2
）。
多
く
の
通
信
事
業
会
社

は
バ
ハ
レ
ー
ン
地
場
資
本
に
よ
る
も
の

で
あ
る
が
、サ
ウ
ジ
・
テ
レ
コ
ム（Saudi 

Telecom
: STC

）
な
ど
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
資
本
や
ゼ
イ
ン
な
ど
ク
ウ
ェ
ー
ト
資

本
に
よ
る
企
業
な
ど
Ｇ
Ｃ
Ｃ
域
内
か
ら

の
参
入
が
目
立
っ
て
き
て
い
る
。

　

バ
ハ
レ
ー
ン
で
は
、
固
定
電
話
、
国

際
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
分
野
で

は
多
数
の
通
信
事
業
会
社
の
参
入
が
認

可
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
一
方
で
、
携
帯
電

話
市
場
に
つ
い
て
は
十
分
に
市
場
が
開

放
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
二
〇
一

一
年
一
月
時
点
で
、
バ
テ
ル
コ
、
ゼ
イ

ン
、サ
ウ
ジ
・
テ
レ
コ
ム
の
子
会
社
ヴ
ィ

ヴ
ァ
（Viva

）
の
三
社
間
で
の
複
占
市

場
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

通
信
産
業
の
自
由
化
は
、
多
数
の
新

規
通
信
企
業
の
参
入
を
喚
起
し
た
だ
け

で
な
く
、
既
存
企
業
バ
テ
ル
コ
に
も
変

革
を
も
た
ら
し
た
。
ア
ブ
ダ
ビ
の
エ

テ
ィ
サ
ラ
ー
ト
を
は
じ
め
と
し
て
他
の

Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
の
国
営
通
信
企
業
が
顧
客

獲
得
と
利
潤
拡
大
の
た
め
に
積
極
的
に

海
外
進
出
を
図
っ
た
の
に
対
応
し
て
、

バ
テ
ル
コ
も
ヨ
ル
ダ
ン
・
ク
ウ
ェ
ー
ト
・

エ
ジ
プ
ト
・
イ
エ
メ
ン
・
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
な
ど
の
中
東
諸
国
に
加
え
、
イ
ン

ド
な
ど
、
ア
ジ
ア
諸
国
へ
も
関
連
子
会

社
や
現
地
企
業
と
の
合
弁
事
業
と
い
う

形
で
進
出
に
乗
り
出
し
て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
バ
テ
ル
コ
の
近
年
の
企
業

業
績
は
目
覚
ま
し
い
。
二
〇
〇
六
年
に
総

資
産
一
二
七
万
米
ド
ル
か
ら
二
〇
〇
九
年

に
は
一
七
八
万
米
ド
ル
へ
と
四
〇
％
の
拡

Bahrain Mumtalakat Holding Co. 36.67％
Amber Holding Ltd. 20.00％
General Organization for Social Insurance 10.64％
The Pension Fund Commission 9.87％

表1　バテルコの上位株主

（出所）バハレーン証券取引所資料より筆者作成。

国内
固定
電話

国際
電話

携帯
電話

インター
ネット リース

その他
データ
通信

Batelco ○ ○ ○ ○ ○ ○
Zain-Bahrain ○ ○ ○ ○ ○
STC (Viva) ○
2Connect ○ ○ ○ ○ ○
Etisalcom ○ ○ ○ ○ ○
Kalaam Telecom ○ ○ ○ ○
Kulacom Communications 
S.P.C. ○ ○ ○

Light Speed ○ ○ ○ ○
Mena Telecom ○ ○ ○
Northstar Communications ○ ○
Nuetel Communications ○ ○ ○ ○
Rawabi
 Telecommunications &
 Software

○ ○ ○ ○

Business Communication
 Networks ○

Elephant Talk ○
Orbit ○
Viacloud ○
Ascentech Telecom ○
BT Solutions LTD ○ ○
EQUANT EGN BV ○
合計 10 15 3 12 8 8

表2　バハレーンの通信事業会社

（出所）TRA［2010］などより筆者作成。
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大
し
、
総
資
産
利
益
率
で
み
た
収
益
率

も
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
か

け
て
一
三
・
八
％
か
ら
一
八
・
六
％
と

他
の
Ｇ
Ｃ
Ｃ
通
信
大
手
企
業
と
比
較
し

て
も
高
い
収
益
を
上
げ
て
い
る
⑵

。

　

以
上
か
ら
バ
ハ
レ
ー
ン
政
府
は
、
Ｇ

Ｃ
Ｃ
諸
国
の
な
か
で
も
比
較
的
早
期
か

ら
通
信
事
業
の
自
由
化
を
開
始
し
、
そ

の
結
果
、
固
定
電
話
事
業
や
携
帯
電
話

事
業
等
、
分
野
ご
と
に
市
場
開
放
の
進

展
に
差
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
最
大
手

通
信
企
業
バ
テ
ル
コ
を
中
心
と
し
て
活

発
な
通
信
市
場
が
育
成
さ
れ
つ
つ
あ

る
。

二
． 

通
信
産
業
の
成
長
と
自
由
化
政
策

の
成
果

　

市
場
の
活
性
化
と
海
外
投
資
の
導
入

は
、
新
興
市
場
国
の
経
済
開
発
に
と
っ

て
、
そ
の
成
長
速
度
を
加
速
さ
せ
る
重

要
な
要
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。し
か
し
、

経
済
発
展
初
期
段
階
に
お
い
て
は
、
労

働
・
資
本
・
資
金
・
技
術
な
ど
の
不
足

か
ら
、
多
く
の
産
業
部
門
で
限
ら
れ
た

資
源
を
効
率
的
に
活
用
す
る
た
め
に
い

わ
ゆ
る
政
府
主
導
の
経
済
開
発
が
効
果

的
な
ケ
ー
ス
が
多
い
。
そ
の
中
で
も
、

通
信
産
業
は
装
置
産
業
で
あ
り
、
参
入

す
る
に
あ
た
っ
て
大
規
模
な
設
備
投
資

が
必
要
に
な
る
な
ど
の
特
性
を
持
つ
。

そ
し
て
多
く
の
場
合
、
通
信
産
業
は
政

府
資
本
に
よ
る
産
業
立
ち
上
げ
が
行
わ

れ
る
。

　

本
節
で
は
、
政
府
主
導
に
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
た
バ
ハ
レ
ー
ン
通
信
産
業
が

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、
市
場
開
放

を
行
い
、
そ
の
効
果
が
ど
の
よ
う
に
現

れ
た
か
に
つ
い
て
議
論
を
整
理
し
た

い
。
ま
ず
、
通
信
産
業
の
特
殊
性
と
自

由
化
の
意
義
に
つ
い
て
整
理
し
た
う
え

で
、
自
由
化
政
策
以
後
の
バ
ハ
レ
ー
ン

の
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
顧
客
の
変

化
、
通
信
費
用
の
変
化
な
ど
の
観
点
か

ら
分
析
を
試
み
る
。

⑴ 
通
信
産
業
の
特
殊
性
と
自
由
化
の

意
義

　

通
信
事
業
は
公
益
事
業
と
し
て
の
性

格
を
有
し
て
い
る
た
め
に
、
国
民
の
日

常
生
活
に
不
可
欠
な
財
・
サ
ー
ビ
ス
を

安
定
的
に
供
給
す
る
必
要
が
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
公
益
事
業
と
し
て
の
通
信

部
門
は
、
そ
の
公
共
的
義
務
を
果
た
す

た
め
に
市
場
独
占
も
し
く
は
、
参
入
規

制
等
に
よ
る
保
護
の
対
象
と
な
り
や
す

い
（
春
名
﹇
二
〇
〇
九
﹈）。
一
般
的
に
、

固
定
的
資
本
設
備
を
多
く
必
要
と
す
る

通
信
事
業
で
は
事
業
者
の
健
全
な
発
展

と
通
信
事
業
の
安
定
的
継
続
の
た
め
に

当
局
に
よ
る
規
制
が
行
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
通
信
業
の
よ
う
な
固
定
資
本

設
備
を
多
く
必
要
と
す
る
産
業
は
、
平

均
費
用
低
減
産
業
と
い
う
性
格
を
持

ち
、
ま
た
重
複
投
資
に
よ
る
資
源
の
浪

費
回
避
の
た
め
に
、
参
入
に
は
規
制
当

局
に
よ
る
許
可
制
が
採
用
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。
そ
の
結
果
、
通
信
事
業
者

に
適
正
な
利
潤
を
保
証
す
る
こ
と
に
な

る
。
同
時
に
、
他
企
業
に
よ
る
参
入
が

規
制
さ
れ
る
代
わ
り
に
、
既
存
企
業
に

は
種
々
の
規
制
が
設
け
ら
れ
る
。

　

Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
の
よ
う
に
潤
沢
な
財
政

状
況
に
あ
り
石
油
収
入
を
公
共
サ
ー
ビ

ス
に
振
り
分
け
て
い
る
国
々
で
は
、
通

信
サ
ー
ビ
ス
を
低
価
で
適
正
な
価
格
で

安
定
的
供
給
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
国
民
に
対
し
て
安
価
な
通
信
イ
ン
フ

ラ
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
り
、
社
会
福

祉
政
策
と
い
う
面
か
ら
社
会
的
安
定
に

も
つ
な
が
る
。
そ
の
結
果
、
他
の
新
興

国
と
比
較
し
て
、通
信
料
金
、市
場
シ
ェ

ア
に
関
す
る
厳
格
な
規
制
が
通
信
事
業

者
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

つ
ぎ
に
公
益
事
業
へ
の
参
入
自
由
化

も
し
く
は
市
場
開
放
の
意
義
を
ま
と
め

る
。
公
益
事
業
の
監
督
当
局
が
民
間
企

業
に
公
益
事
業
を
任
せ
る
の
は
、
国
営

企
業
に
備
わ
っ
て
い
な
い
経
営
効
率
性

を
自
由
化
の
対
象
と
な
る
公
益
事
業
の

経
営
に
導
入
す
る
こ
と
が
主
要
な
目
的

で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
民
間
企
業
に

と
っ
て
は
、
公
益
事
業
を
担
う
こ
と
に

よ
る
利
潤
の
確
保
が
重
要
な
課
題
と
な

る
。
Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
に
お
け
る
通
信
関
連

産
業
は
監
督
当
局
に
よ
る
認
可
制
に

な
っ
て
お
り
、
実
質
的
に
複
占
市
場
も

し
く
は
寡
占
市
場
に
な
っ
て
い
る
。
通

信
産
業
の
よ
う
な
通
信
料
金
等
の
価
格

の
設
定
に
応
じ
て
、
基
地
局
や
携
帯
端

末
の
小
売
店
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信

網
な
ど
生
産
規
模
の
設
定
が
比
較
的
容

易
な
場
合
に
は
、
ベ
ル
ト
ラ
ン
型
価
格

寡
占
モ
デ
ル
の
よ
う
に
複
数
の
企
業
間

で
価
格
競
争
が
行
わ
れ
る
。

　

通
信
産
業
の
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し

て
、
近
年
の
技
術
進
歩
が
速
い
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。
あ
る
先
進
企
業
が
一
時

的
に
先
進
的
な
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
を
開

発
し
た
と
し
て
も
、
後
発
企
業
も
そ
の

企
業
戦
略
に
即
時
に
対
応
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
し
て
い
き
や
す
い
。
結
果
、

企
業
間
で
提
供
さ
れ
る
財
・
サ
ー
ビ
ス

間
に
大
き
な
違
い
は
な
く
基
本
的
に
同

質
財
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
依
然
と

し
て
Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
に
お
け
る
通
信
関
連

産
業
は
成
長
過
程
に
あ
り
、
今
後
の
人

口
増
加
も
見
込
ま
れ
る
た
め
に
需
要
が

拡
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ

に
対
し
て
、
今
後
も
域
内
で
外
資
系
通

信
会
社
の
参
入
と
同
時
に
既
存
の
通
信

企
業
も
需
要
に
応
じ
て
通
信
サ
ー
ビ
ス

の
生
産
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
複
数
の
企
業

間
で
ベ
ル
ト
ラ
ン
・
ナ
ッ
シ
ュ
均
衡
に
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よ
る
価
格
が
決
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

企
業
の
利
潤
も
確
保
さ
れ
る
。
ま
た
、

同
時
に
企
業
と
消
費
者
の
厚
生
も
含
め

た
社
会
的
厚
生
も
競
争
市
場
と
等
し
く

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
既
存
企
業
に
よ

る
独
占
市
場
を
開
放
し
、
新
規
参
入
企

業
と
競
争
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会

的
厚
生
が
向
上
す
る
こ
と
に
な
る
。

⑵
拡
大
す
る
バ
ハ
レ
ー
ン
通
信
産
業

　

近
年
拡
大
を
続
け
る
バ
ハ
レ
ー
ン
の

通
信
産
業
を
観
察
す
る
と
、
携
帯
電
話

市
場
の
規
模
の
拡
大
が
顕
著
で
あ
る
こ

と
に
気
が
つ
く
。
二
〇
〇
九
年
の
バ
ハ

レ
ー
ン
の
通
信
部
門
の
収
入
は
八
億
九

六
〇
〇
万
米
ド
ル
で
あ
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に

占
め
る
比
率
は
四
・
七
％
で
あ
る
。
二

〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
か
け
て

収
入
は
年
率
八
・
二
％
で
増
加
し
て
お

り
、
そ
の
市
場
規
模
は
増
加
の
一
途
を

辿
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
の
バ
ハ

レ
ー
ン
の
通
信
部
門
の
収
入
八
億
九
六

〇
〇
万
米
ド
ル
の
う
ち
、
固
定
電
話
部

門
六
・
〇
％
、
携
帯
電
話
部
門
四
八
・

三
％
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
部
門
六
・

〇
％
、
国
際
電
話
部
門
三
六
・
一
％
、

リ
ー
ス
一
三
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、

携
帯
電
話
部
門
と
国
際
電
話
部
門
が
通

信
部
門
の
中
で
大
き
な
割
合
を
占
め
て

い
る
。

　

ま
た
、
バ
ハ
レ
ー
ン
に
お
け
る
通
信

産
業
は
新
た
な
雇
用
吸
収
先
と
し
て
も

期
待
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
の
通

信
事
業
の
自
由
化
以
来
、
通
信
関
連
部

門
の
労
働
者
は
一
八
〇
八
人
（
二
〇
〇

三
年
）
か
ら
二
五
〇
〇
人
（
二
〇
〇
九

年
）
と
約
三
八
％
拡
大
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
約
八
五
％
を
自
国
民
労
働
者
が

占
め
て
い
る
。
バ
ハ
レ
ー
ン
の
労
働
人

口
に
占
め
る
自
国
民
の
割
合
は
、
未
だ

二
割
以
下
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る

と
、
バ
ハ
レ
ー
ン
通
信
部
門
は
自
国
民

の
雇
用
吸
収
力
を
持
つ
部
門
と
し
て
今

後
も
注
目
に
値
す
る
。

　

つ
ぎ
に
契
約
者
数
の
推
移
を
部
門
別

に
比
較
す
る
（
図
1
）。
固
定
電
話
の

契
約
者
数
は
一
七
万
五
〇
〇
〇
人
（
二

〇
〇
二
年
）
か
ら
二
二
万
九
〇
〇
〇
人

（
二
〇
一
〇
年
第
3
四
半
期
）
と
拡
大

し
て
い
る
も
の
の
、
対
人
口
比
率
は
二

〇
％
前
後
で
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
近

年
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
契
約
者
が
急
拡
大

し
、
ダ
イ
ア
ル
・
ア
ッ
プ
を
含
め
た
契

約
者
数
は
五
万
一
〇
〇
〇
人
（
二
〇
〇

四
年
）
か
ら
一
八
万
八
〇
〇
〇
人
（
二

〇
一
〇
年
第
三
四
半
期
）
と
成
長
し
て

い
る
も
の
の
、
対
人
口
比
率
は
二
〇
％

以
下
と
依
然
と
し
て
成
長
の
余
地
を
残

し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
バ

テ
ル
コ
を
は
じ
め
一
二
社
が
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
て
い
る
。
二
〇
〇
九
年
末
時

点
で
、
対
人
口
比
率
の
一
四
％

が
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
を
利
用

し
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
利
用

者
の
う
ち
三
八
％
が
一
Ｍ
Ｂ

／
ｓ
以
上
の
高
速
通
信
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
携
帯
電
話
の
契
約

者
（
ポ
ス
ト
ペ
イ
ド
と
プ
リ
ペ

イ
ド
加
入
者
の
合
計
）
は
三
〇

万
一
〇
〇
〇
人
（
二
〇
〇
二
年
）

か
ら
一
五
五
万
五
〇
〇
〇
人（
二

〇
一
〇
年
第
3
四
半
期
）
と
成

長
し
て
お
り
、
対
人
口
比
率
は

一
二
〇
％
を
超
え
成
長
す
る
通

信
市
場
の
な
か
で
も
中
心
的
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。バ
ハ
レ
ー

ン
に
お
け
る
携
帯
電
話
市
場
は
市
場
規

模
と
し
て
は
必
ず
し
も
大
き
く
な
い
が
、

携
帯
電
話
の
普
及
率
を
み
る
と
Ｇ
Ｃ
Ｃ

諸
国
の
な
か
で
も
Ｕ
Ａ
Ｅ
に
次
い
で
高

い
水
準
に
な
っ
て
い
る
（
表
3
）。

　

Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
に
お
い
て
第
二
携
帯
電

話
ラ
イ
セ
ン
ス
が
付
与
さ
れ
、
携
帯
電

話
市
場
の
自
由
化
が
行
わ
れ
た
の
は
、

二
〇
〇
三
年
に
バ
ハ
レ
ー
ン
、
二
〇
〇

四
年
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
二
〇
〇
五

年
に
オ
マ
ー
ン
、
二
〇
〇
六
年
に
Ｕ
Ａ

Ｅ
、二
〇
〇
八
年
に
カ
タ
ル
・
ク
ウ
ェ
ー

ト
の
順
で
あ
り
、
バ
ハ
レ
ー
ン
が
先
駆

け
と
な
っ
て
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇

八
年
に
一
斉
に
携
帯
電
話
市
場
の
開
放

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
効
果
は
二
〇
〇
三

年
時
点
で
携
帯
電
話
の
普
及
率
の
低

か
っ
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
オ
マ
ー
ン

で
顕
著
で
あ
り
、
五
年
間
で
大
き
く
普

及
率
が
改
善
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
バ

ハ
レ
ー
ン
は
自
由
化
前
か
ら
携
帯
電
話

の
普
及
率
は
相
対
的
に
高
か
っ
た
も
の

の
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
バ
ハ
レ
ー
ン
の
み
が
さ

ら
に
普
及
率
を
大
き
く
増
加
さ
せ
て
い

る
。
バ
ハ
レ
ー
ン
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
に
お
い
て

は
携
帯
電
話
料
金
が
相
対
的
に
低
く
、

一
人
の
利
用
者
が
複
数
の
携
帯
電
話

20
10
年
Q3

20
09
年

20
08
年

20
07
年

20
06
年

20
05
年

20
04
年

20
03
年

20
02
年

140％

120％

100％

80％

60％

40％

20％

0％

固定電話
携帯電話
インターネット

図1　バハレーンの通信サービス契約者比率の推移

（出所）TRA資料より筆者作成。
（注） 比率を計算する上で利用している人口統計は中央情報局（Central Informatics 

Organization）のものを利用。
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バハレーン通信部門における自由化政策と市場への影響

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
可
能
性
が

示
唆
さ
れ
る
。

⑶
自
由
化
後
の
通
信
費
用
の
変
化

　

バ
ハ
レ
ー
ン
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
他

の
Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
に
先
駆
け
て
、
そ
れ
ま

で
の
国
営
通
信
企
業
バ
テ
ル
コ
に
よ
る

独
占
的
市
場
を
自
由
化
し
、
競
争
的
な

市
場
環
境
の
構
築
を
行
っ
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
バ
ハ
レ
ー
ン
の
通
信
産
業
に

競
争
原
理
が
導
入
さ
れ
、
新
規
参
入
企

業
と
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
、
市
場
の

構
造
と
通
信
費
用
の
変
化
が
起
こ
っ
た

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
以
下
で
は
、
固

定
電
話
事
業
、
携
帯
電
話
事
業
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
の
三
事
業
に
着
目

し
、
市
場
開
放
後
の
通
信
費
用
の
変
化

を
見
る
。

　

と
こ
ろ
で
固
定
電
話
、
携
帯
電
話
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
料
金
全
般
に
言

え
る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
一
般
的
に
、

Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
の
通
信
費
用
は
低
く
、
他

の
ア
ラ
ブ
諸
国
の
平
均
の
約
五
割
、
Ｕ

Ａ
Ｅ
や
バ
ハ
レ
ー
ン
な
ど
で
は
、
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
諸
国
よ
り
も
通
信
費
用
が
低
く
設

定
さ
れ
て
い
る
。も
ち
ろ
ん
、国
に
よ
っ

て
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
サ
ー
ビ
ス
内

容
は
異
な
る
た
め
、
一
様
に
比
較
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
筆
者
が
Ｇ
Ｃ

Ｃ
各
国
で
通
信
サ
ー
ビ
ス
各
種
を
利
用

し
た
実
感
や
、
現
地
の
日
本
人
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ン
の
感
想
か
ら
も
、
サ
ー
ビ
ス
面

で
大
き
く
不
具
合
を
感
じ
る
こ
と
は
少

な
い
。

　

バ
ハ
レ
ー
ン
に
お
け
る
固
定
電
話
事

業
の
市
場
開
放
は
二
〇
〇
四
年
に
行
わ

れ
て
い
る
も
の
の
、
二
〇
〇
九
年
の
通

信
部
門
の
収
入
の
う
ち
、
固
定
電
話
部

門
は
六
・
〇
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
の
な
か
で
も
固

定
電
話
の
通
信
費
用
は
相
対
的
に
低
い

グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
お
り
、
他
の
Ｇ
Ｃ

Ｃ
諸
国
と
同
様
に
二
〇
〇
八
年
か
ら
二

〇
一
〇
年
に
か
け
て
大
き
な
料
金
の
変

動
は
見
ら
れ
な
い
。
ア
ラ
ブ
諸
国
の
平

均
料
金
が
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一
〇

年
に
か
け
て
低
下
傾
向
に
あ
る
の
に
対

し
、
Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
で
は
価
格
競
争
が
す

で
に
進
ん
で
お
り
、
底
打
ち
の
状
況
に

あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。（
表
4
）

　

バ
ハ
レ
ー
ン
の
国
内
固
定
電
話
業
界

の
状
況
を
見
る
と
、
二
〇
〇
九
年
に

ミ
ー
ナ
通
信
（M

ena Telecom

）、
二

〇
一
〇
年
に
ク
ラ
コ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
（Kulacom

 Com
m
unications 

S.P.C.

）
と
ラ
ワ
ビ
通
信
（Raw

abi 
Telecom

m
unications &

 Softw
are

）

が
固
定
電
話
業
に
進
出
す
る
な
ど
、
活

発
な
市
場
環
境
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
バ
ハ
レ
ー
ン
国
内
に
お
け
る
固
定

電
話
の
契
約
者
は
、
二
〇
〇
二
年
の
一

七
万
五
四
四
六
回
線
か
ら
二
〇
〇
九
年

第
2
四
半
期
の
二
二
万
九
七
六
七
回
線

と
増
加
傾
向
に
あ
る
。
し
か
し
、
国
内

電
話
利
用
者
一
人
当
た
り
の
収
入
（
一

月
当
た
り
）
は
二
〇
〇
七
年
の
七
・
八

Ｂ
Ｄ
か
ら
二
〇
〇
九
年
第
2
四
半
期
に

七
・
三
Ｂ
Ｄ
と
収
益
も
低
下
傾
向
に
あ

る
（TRA

﹇2010

﹈）。
も
と
も
と
矮

小
な
市
場
に
比
し
て
多
く
の
企
業
が
競

争
し
て
お
り
、
過
当
競
争
の
状
態
で
あ

る
可
能
性
が
予
想
さ
れ
る
。
バ
ハ
レ
ー

ン
の
固
定
電
話
市
場
に
は
、
他
の
湾
岸

諸
国
か
ら
は
通
信
料
金
設
定
が
高
い
ク

ウ
ェ
ー
ト
の
ゼ
イ
ン
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
の
Ｓ
Ｔ
Ｃ
の
み
参
入
を
許
可
し
て
お

り
、
エ
テ
ィ
サ
ラ
ー
ト
や
キ
ュ
ー
テ
ル

の
よ
う
な
通
信
料
金
で
競
合
す
る
よ
う

な
企
業
の
参
入
は
認
め
て
い
な
い
。

　

つ
ぎ
に
、
バ
ハ
レ
ー
ン
通
信
産
業
の

な
か
で
も
中
心
的
な
部
門
で
あ
る
携
帯

電
話
事
業
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
バ

2003年 2008年 増加率
（2003-2008年）

UAE 78.9 208.7 21.5
バハレーン 63.7 185.8 23.9
サウジアラビア 32.2 142.9 34.7
カタル 51.5 131.4 20.6
オマーン 23.5 115.6 37.5
クウェート 56.1 99.6 12.2

表3　GCC諸国の携帯電話契約者比率の推移

（出所）International Telecommunication Union［2010］より筆者作成。
（注）比率を計算する上で利用している人口統計は世界銀行の統計を利用。

（単位：USD/PPP per month）
2008年 2009年 2010年

固定電話（50回以下/月）
バハレーン Batelco 25.39 25.53 25.48
UAE Etisalat 21.38 21.49 21.48
サウジアラビア STC 38.23 34.37 34.38
カタル Qtel 25.77 26.52 27.34
オマーン OmanTel 39.75 43.17 44.19

OECD平均 33.82 31.02 34.91
アラブ平均 47.26 45.63 43.92

固定電話（50－100回以下/月）
バハレーン Batelco 32.09 32.27 32.42
UAE Etisalat 24.48 24.58 24.57
サウジアラビア STC 46.5 43.02 43.03
カタル Qtel 26.87 28.64 30.23
オマーン OmanTel 50.31 55.01 56.31

OECD平均 45.93 41.32 45.45
アラブ平均 60.27 56.86 55.45

固定電話（100回以上/月）
バハレーン Batelco 74.75 75.17 75.54
UAE Etisalat 61.17 61.52 61.5
サウジアラビア STC 101.04 78.7 79.86
カタル Qtel 60.55 65.32 69.43
オマーン OmanTel 115.25 111.02 113.65

OECD平均 77.75 69.21 75.72
アラブ平均 139.25 125.76 123.91

表4　固定電話料金の推移

（出所）TRA資料より筆者作成。
（注）クウェートのゼインのデータは入手できなかった。
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ハ
レ
ー
ン
の
第
一
携
帯
電
話
会
社
バ
テ

ル
コ
は
、
Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
の
他
の
通
信
企

業
と
比
較
す
る
と
必
ず
し
も
資
産
規
模

と
し
て
は
大
き
く
な
い
も
の
の
、
安
定

的
に
高
い
収
益
率
を
上
げ
て
お
り
、
提

供
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
も
比
較
的
良
質

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
バ
ハ
レ
ー
ン

の
携
帯
電
話
市
場
に
は
、
二
〇
〇
三
年

に
ク
ウ
ェ
ー
ト
資
本
の
ゼ
イ
ン
、
二
〇

〇
九
年
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
資
本
の

ヴ
ィ
ヴ
ァ
が
参
入
し
て
お
り
、
競
争
的

な
市
場
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　

携
帯
電
話
の
利
用
頻
度
ご
と
の
月
額

利
用
料
金
を
企
業
別
に
示
し
た
の
が
表

5
で
あ
る
。
ア
ラ
ブ
諸
国
の
な
か
で
も

Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
の
携
帯
電
話
料
金
は
低

く
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準

に
あ
る
。
固
定
電
話
利
用
料
金
と
同
様

に
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
携
帯
電
話
料
金
の
価
格

優
位
性
が
抜
き
ん
で
て
お
り
、
さ
ら
に

ド
バ
イ
資
本
の
デ
ィ
ー
ユ
ー
の
近
年
の

優
位
性
が
顕
著
で
あ
る
。
バ
ハ
レ
ー
ン

の
携
帯
電
話
料
金
は
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
と
ク

ウ
ェ
ー
ト
に
次
い
で
比
較
的
低
い
グ

ル
ー
プ
に
分
類
さ
れ
、
い
ず
れ
の
利
用

頻
度
帯
で
も
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
一

〇
年
に
か
け
て
料
金
が
低
下
傾
向
に
あ

る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

バ
ハ
レ
ー
ン
携
帯
電
話
市
場
で
は
、

一
月
に
五
〇
回
以
下
、
五
〇
〜
一
〇
〇

回
し
か
使
わ
な
い
比
較
的
利
用
頻
度
の

低
い
利
用
者
に
と
っ
て
は
、
バ
テ
ル
コ

と
ゼ
イ
ン
の
利
用
料
金
の
格
差
は
大
き

く
な
い
。
一
方
で
、
一
〇
〇
回
以
上
の

ヘ
ビ
ー
・
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
は
ゼ
イ

ン
の
コ
ス
ト
面
で
の
優
位
性
は
大
き
く

な
る
。
携
帯
電
話
の
利
用
頻
度
の
高
い

現
地
タ
ク
シ
ー
・
ド
ラ
イ
バ
ー
や
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ン
に
筆
者
が
聞
き
取
っ
た
内
容

か
ら
は
、
バ
テ
ル
コ
は
固
定
電
話
の
時

代
か
ら
使
っ
て
い
た
の
で
継
続
的
に
携

帯
電
話
も
利
用
す
る
と
同
時
に
、
通
信

サ
ー
ビ
ス
の
質
は
や
や
落
ち
る
も
の
の

料
金
の
安
さ
か
ら
ゼ
イ
ン
の
携
帯
端
末

も
利
用
し
て
い
る
と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
を

多
数
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

一
月
に
五
〇
回
以
下
の
ラ
イ
ト
・

ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
と

同
様
に
バ
ハ
レ
ー
ン
で
は
、
熾
烈
な
価

格
競
争
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
通
話
料

金
が
低
下
し
て
い
る
。
し
か
し
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
オ
マ
ー
ン
で
は
市
場
開

放
に
よ
る
価
格
競
争
が
起
き
て
い
る
と

は
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
一
方

で
、
一
月
に
五
〇
回
以
下
、
五
〇
〜
一

〇
〇
回
利
用
す
る
ミ
ド
ル
・
ユ
ー
ザ
ー

と
一
〇
〇
回
以
上
の
ヘ
ビ
ー
・
ユ
ー

ザ
ー
に
と
っ
て
は
、
バ
テ
ル
コ
と
ゼ
イ

ン
の
通
信
料
金
の
差
が
拡
大
傾
向
に
あ

り
、
価
格
競
争
に
よ
る
価
格
差
の
縮
小

が
観
察
さ
れ
て
い
な
い
。

　

既
存
の
大
手
通
信
企
業
が
独
占
し
て

い
た
市
場
に
新
規
参
入
し
た
通
信
企
業

の
経
営
戦
略
は
大
き
く
分
け
て
三
つ
で

あ
ろ
う
。
第
一
に
は
低
品
質
低
価
格
戦

略
、
第
二
に
は
高
品
質
高
価
格
戦
略
、

第
三
に
商
品
差
別
化
戦
略
で
あ
る
。
た

と
え
、
通
信
事
業
の
な
か
で
も
相
対
的

に
巨
額
の
初
期
投
資
が
必
要
で
は
な
い

携
帯
電
話
事
業
で
も
、
国
内
に
散
在
す

る
利
用
居
住
エ
リ
ア
全
体
を
カ
バ
ー
す

る
よ
う
な
安
定
的
な
基
地
局
網
を
形
成

す
る
に
は
時
間
を
必
要
と
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
基
本
的
に
新
規
参
入
す
る
携

帯
電
話
企
業
は
、
小
規
模
な
基
地
局

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
な
が
ら
既
存

の
大
手
企
業
と
の
市
場
競
争
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
果
的
に
、
高
品

質
の
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
は
基
本
的
に
困
難
で
あ
り
、
低
価

格
戦
略
も
し
く
は
追
加
的
な
サ
ー
ビ
ス

（単位：USD/PPP per month）
2008年 2009年 2010年

携帯電話（50回以下/月）

バハレーン Batelco 14.12 14.20 13.48
Zain 22.76 13.26 12.49

UAE
Etisalat 10.68 10.68 10.37
du 9.84 10.51 8.44

サウジアラビア
STC 15.56 17.04 18.37
Mobily 15.74 13.99 16.60

クウェート
Zain 12.27 11.63 11.50
Wataniya 15.47 14.66 14.22

カタル Qtel 17.68 17.36 18.06
Vodafone － － 14.61

オマーン OmanMobile 15.14 14.45 15.37
Nawras 15.63 15.39 15.32

OECD平均 17.08 12.77 12.53
アラブ平均 26.35 25.13 23.11

携帯電話（50－100回以下/月）

バハレーン Batelco 29.60 30.28 30.42
Zain 28.65 28.89 28.21

UAE Etisalat 27.14 28.42 27.75
du 27.67 27.07 19.17

サウジアラビア STC 46.15 45.52 45.53
Mobily 39.46 39.43 39.45

クウェート Zain 26.63 40.16 24.14
Wataniya 44.66 42.31 35.83

カタル Qtel 43.47 42.48 43.58
Vodafone － － 23.41

オマーン OmanMobile 38.72 37.97 40.27
Nawras 35.93 34.91 35.74

OECD平均 32.44 24.51 24.53
アラブ平均 54.44 55.62 41.71

携帯電話（100回以上/月）

バハレーン Batelco 50.78 51.29 51.55
Zain 48.33 48.71 44.12

UAE Etisalat 41.05 42.34 41.35
du 44.32 42.95 35.49

サウジアラビア STC 71.98 70.95 70.97
Mobily 59.82 59.77 59.79

クウェート Zain 43.28 48.35 47.22
Wataniya 64.52 61.13 58.61

カタル Qtel 64.30 56.78 57.44
Vodafone － － 45.18

オマーン OmanMobile 58.40 57.15 58.50
Nawras 56.47 55.09 56.39

OECD平均 51.03 37.77 34.70
アラブ平均 85.08 85.41 66.90

表5　携帯電話料金の推移

（出所）TRA資料より筆者作成。
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バハレーン通信部門における自由化政策と市場への影響

を
付
加
さ
せ
る
な
ど
に
よ
る
商
品
差
別

化
戦
略
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

実
際
、
携
帯
電
話
の
利
用
頻
度
の
高

い
利
用
者
を
顧
客
と
す
る
新
規
参
入
携

帯
電
話
企
業
が
、
既
存
の
大
手
通
信
企

業
か
ら
市
場
シ
ェ
ア
を
獲
得
す
る
た
め

に
、
商
品
の
差
別
化
を
行
う
こ
と
は
し

ば
し
ば
見
ら
れ
る
現
象
で
あ
る
。
バ
ハ

レ
ー
ン
で
は
、
表
5
で
明
ら
か
に
な
っ

た
よ
う
に
ミ
ド
ル
・
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
ヘ

ビ
ー
・
ユ
ー
ザ
ー
を
対
象
と
す
る
サ
ー

ビ
ス
で
は
価
格
に
よ
る
競
争
が
行
わ
れ

て
い
な
い
。
バ
ハ
レ
ー
ン
で
は
他
の
Ｇ

Ｃ
Ｃ
諸
国
の
携
帯
電
話
市
場
と
同
様

に
、
通
常
の
通
話
・
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

に
追
加
し
て
贔ひ

い
き屓

の
サ
ッ
カ
ー
・
チ
ー

ム
の
試
合
情
報
を
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス

や
ボ
イ
ス
・
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
な
ど
多

種
多
様
な
オ
プ
シ
ョ
ン
を
追
加
す
る
差

別
化
戦
略
が
見
ら
れ
る
。
上
述
の
デ
ー

タ
は
、
こ
う
い
っ
た
商
品
差
別
化
戦
略

を
裏
付
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

最
後
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
料

金
に
つ
い
て
比
較
を
行
い
た
い
。
各
国

で
利
用
で
き
る
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
の
通
信
速
度

の
基
準
が
異
な
る
た
め
、
単
純
比
較
は

困
難
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
Ｍ
Ｂ
／
ｓ
を

基
準
に
低
速
度
通
信
と
中
速
度
通
信
に

分
類
し
、
各
国
毎
に
居
住
者
の
利
用
料

金
を
比
較
し
た
も
の
が
表
6
で
あ
る
。

　

ま
ず
固
定
電
話
、
携
帯
電
話
と
同
様

に
Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
の
通
信
費
用
の
低
さ
が

指
摘
で
き
る
。
ア
ラ
ブ
地
域
の
な
か
で

は
、
特
に
低
速
度
通
信
で
は
六
割
か
ら

七
割
ほ
ど
通
信
料
金
が
低
い
。
欧
州
平

均
と
比
較
し
て
も
、
バ
ハ
レ
ー
ン
で
は

ほ
ぼ
同
水
準
の
低
コ
ス
ト
で
通
信
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。
特
に
バ
ハ

レ
ー
ン
の
中
速
度
通
信
で
は
料
金
が
低

下
傾
向
に
あ
り
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
低
速
度
通

信
と
カ
タ
ル
の
中
速
度
通
信
と
同
様

に
、
自
由
化
に
よ
る
通
信
費
用
の
低
下

も
し
く
は
効
率
的
な
通
信
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
一
方

で
、
バ
ハ
レ
ー
ン
の
低
速
度
通
信
に
つ

い
て
は
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
低
速
度

通
信
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
と
オ
マ
ー
ン
の
中
速
度

通
信
と
同
様
、
顕
著
な
料
金
の
低
下
が

見
ら
れ
ず
、
市
場
開
放
に
よ
る
価
格
低

下
効
果
は
現
れ
て
い
な
い
。

●
ま
と
め

　

マ
ナ
マ
の
中
心
地
で
あ
る
「
バ
ハ

レ
ー
ン
門
」
の
並
び
に
は
バ
テ
ル
コ
・

タ
ワ
ー
が
大
規
模
な
支
店
を
構
え
、
周

囲
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
に
ゼ
イ
ン
、

ヴ
ィ
ヴ
ァ
の
支
店
が
集
中
し
、「
バ
ハ

レ
ー
ン
門
」
の
内
側
に
は
携
帯
端
末
と

Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
、
携
帯
関
連
ア
イ
テ
ム

（
カ
バ
ー
や
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
等
）
な

ど
を
扱
う
小
売
店
が
所
狭
し
と
軒
を
並

べ
て
い
る
。
ま
た
、
人
が
集
ま
る
夕
時

に
は
、
各
携
帯
電
話
会
社
の
ス
タ
ッ
フ

が
大
量
の
携
帯
端
末
を
抱
え
、
人
垣
の

な
か
で
活
発
な
値
引

き
合
戦
が
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
通

信
企
業
間
の
熾
烈
な

競
争
は
他
の
Ｇ
Ｃ
Ｃ

諸
国
で
も
観
察
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
成
果
が
利
用
者

の
便
益
と
通
信
企
業

の
安
定
的
な
成
長
に

繋
が
っ
て
い
く
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
さ

ら
な
る
分
析
を
必
要

と
す
る
。

　

本
稿
で
は
、
通
信
産
業
の
自
由
化
が

早
期
か
ら
行
わ
れ
、
近
年
通
信
部
門
の

急
拡
大
が
顕
著
な
バ
ハ
レ
ー
ン
を
中
心

に
、
自
由
化
政
策
の
成
果
に
つ
い
て
分

析
を
行
っ
た
。
そ
の
分
析
結
果
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
バ
ハ
レ
ー

ン
の
固
定
電
話
事
業
に
つ
い
て
、
市
場

規
模
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
す

で
に
数
多
く
の
新
規
参
入
企
業
が
市
場

競
争
を
繰
り
広
げ
て
お
り
、
残
さ
れ
て

い
る
パ
イ
は
少
な
い
。
長
期
的
に
安
定

的
な
固
定
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
に
企
業
間
の
整
理
統
合
に
よ
る
利

益
確
保
が
必
要
と
な
り
う
る
。

　

第
二
に
、
携
帯
電
話
事
業
に
つ
い
て

は
、
通
信
産
業
の
な
か
で
収
益
性
の
観

点
か
ら
も
っ
と
も
魅
力
的
な
市
場
で
あ

（単位：USD/PPP per month）
2008年 2009年 2010年

低速度ブロードバンド（1MB/s以下）
バハレーン 64/256B 41.31 41.54 41.74
UAE 64/256B 38.03 30.79 30.78
サウジアラビア 128/256B － 66.95 68.14
カタル 128/512B 73.25 － －
オマーン 128/512B 53.38 57.64 59
欧州平均 － 33.71 29.82 40.42
アラブ平均 － 147.96 137.08 105.64
中速度ブロードバンド（1－4MB/s以下）
バハレーン 256/1024B 161.9 162.8 102.67
UAE 256/1024B 92.47 92.54 92.5
サウジアラビア 256/1024B － 129.46 93.98
カタル 128/1024B 109.88 75.33 78.37
オマーン 128/1024B － 83.68 85.66
欧州平均 － 40.81 37.66 33.07
アラブ平均 － 264.83 150.55 135.11

表6　インターネット通信料金の推移

（出所）TRA資料より筆者作成。
（注）クウェートのデータは入手できなかった。

SIMカード小売店の携帯電話SIM価格
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り
、
参
入
企
業
の
経
営
戦
略
次
第
で
は

利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

か
し
、
過
度
の
価
格
競
争
は
企
業
の
収

益
構
造
を
圧
迫
し
、
利
用
者
に
と
っ
て

安
定
的
な
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困

難
に
な
る
ケ
ー
ス
も
起
こ
り
う
る
。
今

後
、
バ
ハ
レ
ー
ン
の
携
帯
電
話
市
場
が

さ
ら
に
拡
大
し
、
利
用
者
の
利
用
頻
度

が
拡
大
し
て
い
く
と
す
れ
ば
、
利
用
頻

度
の
低
い
利
用
帯
で
行
わ
れ
て
い
る
価

格
競
争
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　

第
三
に
、
バ
ハ
レ
ー
ン
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
信
市
場
に
つ
い
て
は
、
低
速

度
通
信
に
お
い
て
利
用
料
金
が
硬
直
的

で
価
格
競
争
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い

る
。
低
速
度
通
信
で
は
、
効
率
的
な
通

信
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め
に
さ
ら
な
る

競
争
的
な
市
場
整
備
が
必
要
で
あ
る
。

一
方
で
、
中
速
度
通
信
に
つ
い
て
は
、

利
用
料
金
が
低
下
傾
向
に
あ
り
、
市
場

競
争
が
推
進
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
認

め
ら
れ
る
。
バ
ハ
レ
ー
ン
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
信
市
場
を
さ
ら
に
拡
大
し
て

行
く
た
め
に
は
、
高
速
度
通
信
を
可
能

と
す
る
た
め
の
積
極
的
な
設
備
投
資
を

行
い
、
新
規
参
入
企
業
を
増
大
さ
せ
る

こ
と
も
も
う
ひ
と
つ
の
課
題
と
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
の
通
信
産
業
の
自
由
化

は
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
開
始

さ
れ
、
バ
ハ
レ
ー
ン
・
Ｕ
Ａ
Ｅ
を
先
頭

に
現
在
進
行
中
で
あ
る
。
特
に
バ
ハ

レ
ー
ン
は
二
〇
〇
九
年
に
第
三
携
帯
電

話
会
社
で
あ
る
ヴ
ィ
ヴ
ァ
の
参
入
を
認

め
、
さ
ら
な
る
市
場
開
放
に
努
め
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
各
通
信
企
業
の
支
店

や
小
規
模
の
小
売
店
で
、
携
帯
電
話
端

末
・
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
と
も
に
熾
烈
な
競

争
が
行
わ
れ
て
お
り
、
活
況
を
呈
し
て

い
る
。
人
口
の
希
少
性
か
ら
製
造
業
等

の
労
働
集
約
型
の
産
業
が
育
成
し
に
く

い
Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
に
と
っ
て
、
通
信
産
業

は
魅
力
的
な
産
業
で
あ
り
今
後
も
成
長

が
期
待
さ
れ
る
産
業
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
規
制
な
き
過
当
競
争
は
各

企
業
の
収
益
を
圧
縮
し
、
持
続
的
な
経

営
を
危
険
に
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
通

信
産
業
は
イ
ン
フ
ラ
産
業
と
い
う
面
も

持
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
完
全
な
自
由

競
争
が
適
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

矮
小
な
国
内
市
場
を
持
つ
新
興
市
場
国

に
と
っ
て
、
競
争
的
な
市
場
整
備
と
適

切
な
規
制
に
よ
る
監
督
は
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
バ
ハ
レ
ー
ン
の
通
信
市
場
の

今
後
の
成
果
は
監
督
当
局
の
手
腕
に
か

か
っ
て
い
る
。

（
さ
い
と
う　

じ
ゅ
ん
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

中
東
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
注
》

⑴ 

ム
ム
タ
ラ
カ
持
株
会
社
は
バ
ハ
レ
ー

ン
政
府
に
よ
り
二
〇
〇
六
年
に
設
立

さ
れ
た
投
資
会
社
で
あ
る
。
バ
ハ

レ
ー
ン
の
脱
石
油
経
済
の
推
進
を
主

な
投
資
目
的
と
し
て
い
る
。

⑵ 

Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
の
大
手
通
信
企
業
の
二

〇
〇
九
年
の
総
資
産
利
益
率
は
そ
れ

ぞ
れ
、
エ
テ
ィ
サ
ラ
ー
ト
（
一
二
・

四
％
）、
デ
ィ
ー
ユ
ー
（
二
・
八
％
）、

ゼ
イ
ン
（
三
・
四
％
）、
サ
ウ
ジ
・

テ
レ
コ
ム
（
九
・
九
％
）、
キ
ュ
ー

テ
ル
（
三
・
三
％
）
で
あ
る
。
な
お
、

二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
か

け
て
は
新
興
の
デ
ィ
ー
ユ
ー
を
除
い

て
、
収
益
率
は
低
下
傾
向
に
あ
っ
た

が
、
バ
テ
ル
コ
に
つ
い
て
は
比
較
的

収
益
率
の
低
下
幅
は
小
さ
く
、
安
定

的
な
収
益
を
上
げ
て
い
る
。
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